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Abstract. The Soni type pottery was popular around Sakhalin Island at the middle stage of Neolithic age. We studied the 
making process and 14C dating of the type artifact, pot-sherds of Soni-kyodo-bokujo (Kuznetsovo-3-4) and Otsunaoka 
(Starodubskoe-3), Ito Nobuo’s Collection of Tohoku University. Typological features apply to the general characteristics of 
Soni type pottery-making tradition (Zhushchikhovskaya and Shubina 2006). The radiocarbon dates of carbon adhering to 
clay are ca. 7095-6750BP. We expected approximately 400BP marine/fresh water reservoir effect (Kunikita et al. 2007). 
Consequently, the Soni type pottery of the collection is dated ca. 6300-6900BP, parallel to the earliest period of Jomon 
age--Kottaro, Nakacharo and Higashi-Kushiro IV type complexes-- in Eastern Hokkaido, and the middle stage of Neolithic 
age--Kondon culture: complex of the old stage of layer-IId, Maraya Gaban site (Fukuda et al. 2011)-- in Lower Amur. 
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コエ Стародубское 3）遺跡の土器破片資料計 26 点（東北大学





2002、高橋 2008、Vasilevski et al. 2006 など）。宗仁式土器の
標式資料であると言える。
　宗仁共同牧場遺跡出土品は、口縁部破片資料 21 点と胴部破片
資料 4 点（Fig.2 － 1 ～ 25）である。また、乙名丘遺跡出土品は、
器形を復元しうる破片資料 1 点（Fig.2 － 26）である。東北大











2004 年 12 月～ 2005 年 3 月にワシレフスキー教授を、東北大
学総合学術博物館客員教授として招聘し、伊東資料のデータベー






（Садовники）Ⅱ遺跡（Шубин и др. 1982：Fig.3）にある。








　器壁は厚さ 0.5 ～ 1.0cm 程度であり、厚手のものから薄手の
ものまである。焼成温度は全体的に低く、Fig.2-19 の断面には
層状（サンドイッチ）構造が観察される。色調観察から、宗仁
式土器の焼成温度は総じて 550 ～ 600℃前後であるとされる
（Zhushchikhovskaya and Shubina 2006）。本資料も同様であろ
う。
　胎土は多孔質であり、砂粒混じりである。多くの資料に、混
和材として植物繊維が含まれている。Fig.2 － 9 ～ 12・15・17
～ 19・21・22 の器壁や断面には、植物繊維が多く確認できる。
宗仁式土器に混和された植物繊維については、カヤツリグサ
（Cyperaceae）、 ト ク サ（Equisetum）、 ゴ ボ ウ（Arctium lappa）










が描かれる（Fig.2 － 1 ～ 14）。サドフニキⅡ遺跡にくらべて、
口縁部直下に微隆起線文もしくはやや太めの隆起線文が横位に


















同牧場遺跡８点、乙名丘遺跡１点、７個体）。2010 年 12 月６
日に、國木田が東北大学にて土器付着物の試料採取を行った。
14C 年代測定における試料調製は、通常の方法にしたがって行っ
た（吉田 2004 参照）。AAA 処理の前には、アセトン処理を行
い、アルカリ処理濃度は、試料が溶解しない程度にとどめた。
一連の化学処理収率は tab.3 に示した。本論での暦年較正年代
値は、OxCal 4.1.7（Ramsey 2010）を用いて IntCal04 で較正
した。グラファイト化までの工程を東京大学総合研究博物館放
射性炭素年代測定室で行い、加速器質量分析計の測定はパレオ
ラボ（コンパクト AMS：NEC 製 1.5SDH）に依頼した。14C 年代
測定結果および暦年較正年代値を tab.2 に示した。9 点の年代値
は、7095 ～ 6750BP と比較的まとまっている。北東アジア地域
の土器付着物年代は、筆者らが指摘してきように（國木田ほか




        ―型式と年代―
　宗仁式土器をともなう文化は、遺跡がサハリン南部に集中す
るため、かつては南サハリン文化とよばれてきた（ワシレフス
キー 1992 など）。しかし 1990 年代以降、間宮海峡に面するピ















し近年は、14C 年代にもとづき、7000 ～ 6000BP 前後に収まる




ネツォーボ 3 遺跡が古段階、サドフニキ 2 遺跡とクズネツォー
ボ 4 遺跡が新段階となる。一方、今回測定した土器付着炭化物
の 14C 年代値は 7095 ～ 6750BP である。北東アジア地域の土
器付着物年代は平均で約 400BP 古く得られるので（國木田ほか
2011 参照）、仮にこの基準を適用するなら、今回の年代値は約
6700 ～ 6300BP 前後となる。 
　上記の宗仁式 2 期区分案に当てはめると、乙名丘（スタロド
フスコエ 3）遺跡の資料（Fig.2 － 26）は簡素な文様を有するの
で古段階、宗仁共同牧場（クズネツォーボ 3・4）遺跡の資料（Fig.2















前半と後半に分かれ、その境界は約 6500 ～ 6300BP である（國
木田ほか 2011）。最も近い 14C 年代はマラヤガバニ遺跡Ⅱ d 層





      名称がある。ここでは、伊東（1982）を参照した。
ⅱ . 土器付着物の海洋・淡水リザーバー効果を評価する指 
      標として、炭素・窒素同位体比および C ／ N 比が有用
     であるが、本分析では行っていない。今後、これらの分
      析や、サハリンにおける土器付着物と木炭の年代差を

























　おける土器付着炭化物と木炭の年代差」『第 9 回 AMS シンポ
　ジウム』pp.41-46　AMS 研究協会ほか。





　『北海道考古学会 2011 年度研究大会 北海道における縄文文化
　研究の今』pp.39-50。
須藤　隆　2002　「サハリン南部先史時代遺跡・遺物の自然科
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  Figure. 2  Pottery of the Soni culture (by Ito Nobuo’s Collection): 1-25. Soni-kyodo-bokujo( 宋仁共同牧場 )=Kuznetsovo 3-4, 26. 
                   Otsunaoka( 乙名丘 )=Starodubskoe-3
                                                       Figure. 3  Pottery of Sadovniki 2 site (Shubin et al. 1982) 
207宗仁式土器の再検討−伊東信雄コレクションの型式と年代−
































































































































































































































































































































































































































































































































































































  Table.1 Attributes of potteries.
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Table 3　Chemical pretreatment of charred residue on pottery.
